
モニタリング分析の結果（9/2）

＜総括コメント（４段階）＞

感染が拡大していると思われる

感染拡大の兆候があると思われる／感染の再拡大に注意が必要であると思われる

感染が拡大しつつあると思われる／感染の再拡大に警戒が必要であると思われる

感染者数の増加が一定程度にとどまっていると思われる

体制が逼迫していると思われる

体制強化の準備が必要であると思われる／体制強化の状態を維持する必要があると思われる

体制強化が必要であると思われる

通常の体制で対応可能であると思われる

＜総括コメント（４段階）＞

１ 感染状況

２ 医療提供体制



補正予算の規模 3,413億円

感染拡大を阻止する対策、経済活動等を支える

セーフティネットの強化・充実を図る施策等を

時機を逸することなく実施するため、補正予算を編成

令和２年度９月補正予算（案）

（これまでのコロナ対策の総額 約1.6兆円）



1.新型コロナウイルスの感染拡大を阻止する対策 882億円

高齢者・障害者支援施設等における
感染症対策強化事業 30億円

新

など

「東京版ＣＤＣ（仮称）」の運営等に
要する経費 0.1億円

新

高齢者等に対するインフルエンザ
定期予防接種への特別補助 75億円

新



2.経済活動と都民生活を支えるセーフティネットの強化・充実

1,740億円

など

ＥＣサイトの活用による東京の特産品
販売支援事業 1億円

新

中小企業制度融資等 1,520億円
⇒融資目標額を3兆8,000億円まで引き上げ



3.感染症防止と経済社会活動との両立を図る取組 87億円

ステッカーの実効性確保に関する取組 2億円新

など

感染拡大防止に向けた専門家派遣等 0.4億円新

宿泊施設テレワーク利用促進事業 0.4億円新



4.社会構造の変革を促し、直面する危機を乗り越える取組
2億円

都立学校におけるＩＣＴ環境整備 1億円新

「テレワーク東京ルール」
普及啓発ムーブメント 0.7億円

新

中小企業サイバーセキュリティ
向上支援事業 0.3億円

新


